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1. 任意の z, z′ ∈ A + B、任意の α ∈ [0, 1]について αz + (1 − α)z′がA + Bに属することを
示せばよい。

z, z′ ∈ A + Bより、a, a′ ∈ A、b,b′ ∈ Bが存在して、z = a + b、z′ = a′ + b′である。こ
れらを使って αz + (1 − α)z′を書き換えると、

αz + (1 − α)z′ = α(a + b) + (1 − α)(a′ + b′)

= (αa + (1 − α)a′) + (αb + (1 − α)b′)

A,Bが凸であることから、αa + (1 − α)a′ ∈ A、αb + (1 − α)b′ ∈ Bが成立するので、
a∗ = αa + (1 − α)a′ ∈ A、b∗ = αb + (1 − α)b′ ∈ Bが存在して αz + (1 − α)z′ = a∗ + b∗

と表せたことになる。従って αz + (1 − α)z′はA + Bに属する。　　

2. 任意の y,y′ ∈ {x ∈ X | f(x) > u}と、任意の実数 α ∈ [0, 1]を取る。

fの quasi-concavityから f(αy+(1−α)y′) = min{f(y), f(y′)}である。ここで、f(y) > u
かつ f(y′) > uであるから、min{f(y), f(y′)} > uが成り立ち、凸結合 αy + (1 − α)y′も
集合 {x ∈ X | f(x) > u}に属することがわかる。




